




























































橘川  俊忠（非文字資料研究センター  副センター長／研究班代表） 　
地域統合情報発信の新段階―COEの成果を踏まえ�
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当たり次第に取得するという印象をいなめなかった。�
　④については、研究班員の勉強不足といわれても仕方
ないが、IT技術者とのコミュニケーションがうまくいか
なかったこともその一因である。そのため、研究全体が
技術に振り回されるような印象を与えることになってし
まった。⑤の問題も④と同根である。COEの最終段階に
いたって予算不足が露呈し、当初予定したアイデアの実
現が困難に陥ってしまったことは痛恨の極みである。�
　以上のように、COEにおける地域統合情報発信は、重
要な問題を抱えたまま、不十分な形でしか実現できなか
ったが、予算と能力の限界の中で、IT技術を利用した地
域文化情報の発信の一つの可能性を示したという意味で
は、それなりの役割を果たしたといってよいであろう。�
�
�
　今回、非文字資料研究センターの研究プロジェクトの
一つとして地域統合情報発信に取り組むことになったが、
その場合、COE段階とは異なる点は、統合すべき情報に
ついての制約がとれたということである。地域にある様々
な文化情報を自由に取り上げ、IT技術を駆使して、地域
そのものをどのように表現できるかということに目的を
再設定して、広い意味での地域統合情報発信に取り組む
ことができる。COE段階で、デジタル情報として収集し
たが、エコミュージアムの情報体系に組み込むことが出
来なかった情報を新たな構想の下に組み込むことが、こ
のプロジェクトの最初の作業になることはいうまでもな
いが、その場合COE段階の反省に立って、全体の構想を
策定し、その中のどの部分を実現していくのかを常に意
識しながら作業を進めていくことになるであろう。�
　さらに、IT技術の特性は、すでに指摘されているよう
に、「博物館と図書館を結合できる」という点にあるとす
れば、非文字資料と文字資料とをどのように結合するの
か、という点も課題となる。そのことによって「デジタ
ル・エコミュージアム」として発信する情報に奥行きと
深さを与えられるだけではなく、研究と情報発信とが新
しいレベルで結合する可能性が開けるはずである。�
　もう一つ、今回のプロジェクトで取り組むべき課題は、
時間軸をどのように取り込むかという問題である。いう
までもなく地域の現在は、現在としてのみ存在している
のではなく、過去の歴史の積み上げの中で存在している。
歴史的な文脈を入れることによって、現在存在している
ものの意味が確認できることも少なくない。とくに文化
に関わる領域ではそうした性格が強いといってよいであ
ろう。その意味で、時間軸を情報体系のなかにきちんと
組み込むことは不可欠な作業であるといってよいであろ
う。具体的には、古地図、古写真、絵図などを利用して、
地域の変遷を明確に描き出すことなどが課題となるであ
ろう。また、時間軸を挿入することによって、一つの地
域とそこを取り巻く地域との交渉の過程を考察の対象と
することも可能になることも指摘しておきたい。�
　ともあれ、COEに比較しても予算規模も人員も少なく
ならざるをえない状況において、どこまで実現できるの
か心もとない点もあるが、もともと地域情報発信という
事業は終わりのない継続的に発展させていかなければな
らない事業である。今は、その事業を粘り強くどのよう
に継続させていくことができるか、その点に絞って条件
作りを図る段階と考えている。�
課題の再設定と展望�
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